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研究概要
クリーンエネルギーとして現在多用されている水素は炭化水素系の化石燃料から製造されているが、副生産物として二酸

化炭素など炭素化合物を生じる。理想的な水素はカーボンフリーグリーン水素といわれる。炭素を含まない水を原料とし、

無機半導体による太陽光水分解や、風力 ･ 太陽光発電のような再生可能エネルギーを利用する水の電気分解法による水

素製造が検討されている。

ここでは、ポリチオフェン系有機化合物に可視光を照射し、水から水素と酸素を別 に々効率よく製造できるフィルム形状モ

ジュールの材料仕様およびプロセス条件を明らかにする。

有機化合物による同様の研究にはポリ（フェニレン）などπ共役高分子をもちいたものがあげられるが、紫外光のみに活性

であり、合成に伴う不純物の混入が見られた。そのため、水素発生の性能は電流値として数μA/cm2であり、効率も極めて

低い。さらに水素製造プロセスには外部エネルギー供給など課題があり、実用化には至っていない。本提案に先立つ基礎

研究では分子設計と高分子合成法を見直し、外部エネルギー供給が無い条件下でも貴金属を使用せず可視光照射で光

水分解を確認した。その効率は、電流値としてmA/cm2 程度にまで改善された。本開発では実用化に向けたポリチオフェン

系材料とそれを利用する水素製造プロセス仕様を明確にし、グリーン水素社会構築に貢献する。
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